
西之表市埋蔵文化財発掘調査報告書 (14)

緊急畑地帯総合整備事業（担い手育成型）

第二安城地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

鬼ヶ野遺跡

2004年3月

鹿児島県西之表市教育委員会



巻頭カラー図版 1

石鏃出土状況



巻頭カラー図版 2

,-, 
-- .,; ・..... r .. . • ' 

土器出土状況

土器出土状況



巻頭カラー図版3

~-
__.> 

遺物出土状況



序文

種子島は，黒潮海流の中に位置し，低平な大地と数多くの小川

があり，照葉樹林が繁茂し，古くから自然の恵みを受け豊かな環

境のもとにあることから，島の各所から遺跡が数多く発見されて

います。

この鬼ケ野遺跡は，鹿児島県農政部（熊毛支庁土地改良課）が

県営畑地帯総合整備事業を計画したことにより，西之表市教育委

員会が調査主体となり，鹿児島県教育庁文化財課及び同県立埋蔵

文化財センターの協力を得て，発掘調査を実施したものでありま

す。

本発掘調査は約 6ヶ月にわたり行われ，多くの出土物の中でも，

特に注目すべきものは， 300点以上におよぶ石鏃の出土であり，全

国的に見ても非常に特異な遺跡であります。このことから縄文時

代草創期にかなり発達した狩猟道具の製作技術があったこと，ま

た専門的に作られていたことなどが想像されます。

この遺跡に立つと，眼下に太平洋が望まれ，後背地には豊かな

照葉樹林帯が広がり，古代から狩猟生活に好環境であったことが

理解できます。

本報告書が学術的文献として活用されるのはもとより，市民の

文化財保護意識高揚の一助となることを念じる次第であります。

最後に，本報告書を刊行するにあたり，発掘調査に際して全面

的にご協力をいただきました鹿児島県教育庁文化財課及び同県立

埋蔵文化財センターをはじめ，安城地区の関係者，さらに貴重な

ご助言をいただいた諸先生方に対して厚くお礼を申し上げます。

平成16年 3月

西之表市教育委員会教育長有島 正之
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例日

1. 本書は，緊急畑地帯総合整備事業 （担い手育成型）第二安城地区に伴う鬼ヶ野遺跡の埋蔵文化

財発掘調査報告書である。

2. 本調査は，鹿児島県農政部（熊毛支庁土地改良課）の委託を受け，西之表市教育委員会が実施

した。

3. 本書に用いたレベル数値は，鹿児島県農政部（熊毛支庁土地改良課）が作成した地形図に基づ

く海抜高である。

4. 本書の遺物番号は全て通し番号で本文及び挿図・図版番号と一致する。

5. 発掘調査における測量 ・実測 ・写真撮影は沖田と堂込が行い，高橋恵子 ・中村桂子が測量，実

測の補助を行った。

6. 本書の執筆と編集は沖田・堂込が行い，実測は沖田・堂込，中村桂子・荒井美佳子・安藤美津

子 ・桑原とも子・下園恵・村松真由子が行った。土器の浄書は主に堂込が行った。石鏃 ・石斧 ．

石核・剥片など石器類の一部は（梱九州文化財研究所に実測・浄書を委託し， 他の石器類について

は上記の者が実測・浄書を行った。

7. 写真図版の遺物撮影は鹿児島県立埋蔵文化財センター横手浩二郎氏が行った。

8. 出土遺物の科学分析はパリノ・サーヴェイ （梱と小林謙ー氏（総合研究大学院大学）・今村峯雄氏

（国立歴史民俗博物館） • 藤尾慎一郎氏（国立歴史民俗博物館）が行った。

9. 発掘調査及び整理作業に関して，鹿児島県教育庁文化財課・鹿児島県立埋蔵文化財センターの

指導・協力を得た。

10. 出土遺物は西之表市教育委員会で保管し，展示・活用する。
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第 I章調査の経過

第 1節調査に至る経緯

鹿児島県農政部（熊毛支庁土地改良課）は，西之表市安城地区内において緊急畑地帯総合整備事
業（担い手育成型）を計画し，事業区内の埋蔵文化財の有無について鹿児島県教育庁文化財課（以
下県文化財課）に照会した。

これを受けて，県文化財課が平成11年 3月に埋蔵文化財分布調査を実施した。その結果，事業区
内に鬼ヶ野A・B・C遺跡が所在することが判明した。

分布調査の結果をもとに熊毛支庁土地改良課（以下土地改良課）・県文化財課・西之表市教育委員
会文化課（以下市文化課）は遺跡の取り扱いについて協議を行った結果，開発事業と埋蔵文化財保
護の調整を図るため，埋蔵文化財確認調査を実施することとなった。

確認調査は西之表市教育委員会が調査主体となり，鹿児島県立埋蔵文化財センターの協力を得て，
平成12年 9月25日から10月17日まで行った。調査の結果，工事対象地内に縄文時代草創期の遺物包
含層が残存していることが確認された。調査結果をもとに，県文化財課・県農政部（熊毛支庁土地
改良課）・市文化課で遺跡の取り扱いについて協議を行い，工事の設計上遺跡の現状保存は困難であ
るため工事着工前に，対象地の埋蔵文化財緊急発掘調査（全面調査）を実施することとなった。

緊急発掘調査は西之表市教育委員会が調査主体となり，鹿児島県教育庁文化財課・鹿児島県立埋
蔵文化財センターの調査支援を受け，平成13年 4月23日から平成13年11月 2日まで行った。

報告書作成のための整理作業は遺構及び遺物の数が膨大なため平成14年度・ 15年度と 2ヵ年かけ
て行った。

第 2節調査の組織

（緊急発掘調査）

発掘調査主体者 西之表市教育委員会

発掘調査責任者 西之表市教育委員会 教育長

発掘調査企画担当 西之表市教育委員会 文化課

/,, /,, 

発掘調壺担当

発掘調査指導

事業主体者

西之表市教育委員会 文化課

鹿児島県立埋蔵文化財センター

有島正之

課長

課長補佐

雄

学

安口

村

浦

奥

主 事 沖田純一郎

文化財主事堂込秀人

鹿児島県教育庁文化財課 鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県農政部 熊毛支庁土地改良課
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発掘調査作業員 長野静雄 ・田上亥年・長野シヅ子・榎元オリエ・上妻レイ子・長濱トミ子・

竹之内綾子・遠藤ハツ子・日高シノブ・徳永ミツエ・長野フミエ・日高アヤ子・鮫島ミワ子・牧瀬

文子・長野フミ子・江口玲子・山口由美子・日高信子・西田エミ子・丹野小巻・安藤美津子・江口

幸路 ・荒井美佳子 ・高橋恵子・中村桂子

（整理作業）

発掘調査主体者 西之表市教育委員会

発掘調査責任者 西之表市教育委員会 教 コ目 長 有島正之

発掘調査企画担当 西之表市教育委員会 文化課 課 長 鮫島市憲

（平成14年度）

社会教育課 課 長 阿世知猛雄

（平成15年度）

文化課 課長補佐 奥村 足子

（平成14年度）

社会教育課 総括課長補佐 奥村 学

整理作業担当 西之表市教育委員会 社会教育課

鹿児島県教育庁 文化財課

主事

文化財主事

（平成15年度）

沖田純一郎

堂込秀人

整理作業指導 鹿児島県教育庁文化財課 鹿児島県立埋蔵文化財センター

事業主体者 鹿児島県農政部熊毛支庁土地改良課

整理作業員 中村桂子 ・荒井美佳子・安藤美津子・桑原とも子・下園 恵 ・村松真由子

第 3節調査の経過

緊急発掘調査は平成13年 4月23日から平成13年11月2日まで行った。工事計画図面をもとに，調

査対象地に20mグリッドを設置し，重機によりアカホヤ火山灰層までを除去した後，人力により掘

り下げを行い，調査を進めていった。以下調査の経過については日誌抄をも ってかえる。
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「緊急発掘調査」

作業員オリエンテーション，ベルトコンベア設置。調査地グリッド設置。A
4月23日(J=j) -2・3区掘り下げ。隆帯文土器片・石鏃出土。浦口文化課長・奥村文化課

~27 日 倹 長補佐・市農水土木課職員 ・熊毛支庁土地改良課職員・土改連職員 ・西之表
市議会文教厚生委員来跡。

5月1日ぬ 重機により表土除去作業 (B-2・3区， C-2・3区）。A-2・3区， B
~2 日困 -2・3区掘り下げ。浦口文化課長来跡。

5月7日旧）
鹿児島県教育庁文化財課児玉健一郎氏発掘調査指導のため来跡 (7 日 ~s
日） 。 B - 2•3 区， C-2•3 区掘り下げ。 遺物取上げ。 石鏃27点出土。 奥~11 日 面
村文化課長補佐・土地改良課職員来跡。

B-Z • A-3 区遺物取上げ。 B-2 · 3 区掘り下げ。 多量の土器片，石器
5月14日伺） 類が出土。浦口文化課長・奥村文化課長補佐・種子島開発総合センター委託

-18日面 職員尾形之善氏・中種子町教育委員会田平氏・市文化財保護審議委員 ・国上
中1年生 (39名），野間中 1年生 (85名）発掘体験学習のため来跡。

5月22日閲
B -2・3, A -2·3 区掘り下げ。 土器片• 石器類出土。 A-l•B-1 区
重機により表土除去作業。 熊毛支庁土木課職員 ・土地改良課職員・市農水土~25B倹
木課職員 ・奥村文化課長補佐来跡。

A-3•B-3 区掘り下げ。 両面加工の石槍状石器出土する 。 B-2 • 3 区
5月28日併） 土層断面清掃。平板・レベル遺物取上げ。取上げ遺物719点。石鏃88点出土。
~6 月 1 日釦 鹿児島県教育庁文化財課倉元氏調査支援 (29日まで）・熊毛支庁土木課職員・

土地改良課職員 ・有島教育長来跡。

A•B-1·2·3 区掘り下げ。 平板・レベル遺物取り上げ。 遺物出土状況
6月4日(J=J) 写真撮影。遺物取上げ点数1,200点になる。鹿児島県立埋蔵文化財センター

~s 日面 次長，総務課長，大久保氏 ・農水土木課職員 ・浦口文化課長 ・種子島開発総
合センタ一宮浦五雄氏 ・下野敏見氏・高重義好氏来跡

6 月 11 日~) A・B-1・2・3区掘り下げ。平板・レベル遺物取上げ。石器類， 石鏃
~15 日倹 117点，石斧12点出土。 種子島警察署員 2名 ・市農水土木課職員来跡。

6月18日(J=j) A•B-2·3 区掘り下げ。 平板・レベル遺物取上げ。 奥村文化課長補佐・
~21 日 （木 農水土木課職員来跡。

6月25日(Ji)
A • B-3 · 4 区掘り下げ。 平板 ・ レベル遺物取上げ。 B-3 区より遺物
（土器 ・石斧等）集中して出土。出土状況写真撮影。土地改良課職員 ・市農~29 日 絢

水土木課職員来跡。
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A · B • C-3 · 4 区掘り下げ。 B-3 区遺物出土量多し。 掘り下げ面乾燥

7月2日(J=j) が強く 一部地割れが生じる。石鏃17点出土する。浦口文化課長・奥村文化課

~6 日面 長補佐・尾形之善氏・古田駐在署員・市広報担当高石心平氏 ・上屋久町，屋

久町広報担当者来跡。

A · B•C-3·4 区掘り下げ。 4 区にて遺構検出作業。 調査面乾燥を防ぐ

ためブルーシートを張る 。 土器片• 石器類多量に出土する。主にB-4区よ

7月9日(fj)
り。南日本新聞社 ・NHK鹿児島放送局 ・KTS鹿児島テレビ，取材のため

来跡。鹿児島県立埋蔵文化財センター大久保氏，上床氏，堂込氏 ・南種子町
-13日倹

教育委員会坂口氏 ・鮫島安豊西之表消防署長 ・安城家庭教育学級生 ・西之表

市長落合浩英氏 ・浦口文化課長 ・奥村文化課長補佐・農水土木課職員 ・土地

改良課職員 ・他一般見学者多数来跡。

A · B • C-3 · 4 · 5 区掘り下げ。 遺物出土，遺構検出作業。 石鏃12点出

7月16日ifj)
土。鹿児島県教育庁文化財課新東埋蔵文化財係長発掘調査指導のため来跡。

棺城小家庭教育学級生・西之表消防署員 ・鹿児島県立埋蔵文化財センター大
~19 日（木）

久保氏，西郷氏・西之表市教育委員会有島教育長 ・浦口文化課長 ・奥村文化

課長補佐 ・一般見学者多数来跡。

A・B・C-4・5・6区， D-6区掘り下げ。ミニトレンチを設置し遺物

7月23日伺） の広がりを精査。調査地全体に乾燥を防ぐため，散水作業を行う 。熊毛支庁

-27日倹 土木課職員 ・市税務課職員 ・奥村文化課長補佐・学芸員実習生 (3名）・ 一般

見学者多数来跡。

A · B • C-4 · 5 区掘り下げ，遺構検出作業。 配石 ・ 集石検出。 石鏃 · 土

7月30日(J=j)
器片出土。写真撮影。鮫島安豊西之表消防署長，消防署貝 (2名）散水用の

貯水タンク設置のため来跡。奥村文化課長補佐 ・種子島開発総合センター委

~s 月 3 日面 託職員尾形之善氏 ・ 学芸員実習生 (3 名）•おもしろ博物教室受講生来跡。一

般見学者多数来跡。

A・B-3・4区掘り下げ，清掃，写真撮影。遺物集中出土地，配石実測開

始。集石等検出作業。鹿児島県立埋蔵文化財センター堂込氏調査支援。取上

8月6日(Ji) げ遺物2,153点。文化庁技官 1名・県教育庁文化財課新東氏・鹿児島県立埋蔵

~10 日面 文化財センター鶴田氏，大久保氏，上床氏・中種子町教育委員会田平氏，野

平氏・浦口文化課長・奥村文化課長補佐 ・種子島開発総合センター委託職員

尾形氏・ 一般見学者多数来跡。

8月22日困
A•B-3 · 5 区掘り下げ。 A • B-4 区平板 ・ レベル遺物取上げ（約400

点），その後清掃作業。A-3区より石槍出土。熊毛支庁土地改良課職員・ 一
~23日（木）

般見学者多数来跡。

8月27日(Ji) A-2•3 · 4 · 5 区掘り下げ。 C-4 区掘り下げ（トレンチ設置） 。 遺構検

~31日圏 出作業。 平板 ・レベル遺物取上げ。取上げ遺物3,159点。集石実測を行う 。
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9月3日併）
豪雨災害のため， 3・4日は作業中止。市内住宅の給水にあたる。B-3区 ・
C-3区遺構検出作業。土層断面実測作業。鹿児島県立埋蔵文化財センター~7 日 倫）
堂込氏調査支援。西之表市教育委員会有島教育長来跡。

9月10日(J=j)
A·B • C - 3·4 区掘り下げ。 B-3•4 区ベルトより土器片，石鏃等出
土する。平板 ・レベル遺物取上げ。遺物出土状況写真撮影。浦口文化課長・-14日面
奥村補佐・市農水土木課職員来跡。

A • B-2 · 3 · 4 区掘り下げ。 C-4 区トレンチを設置し掘り下げ。 B-

9月17日(J=j)
2区内で剥片が多量に出土したため詳細に調査を行う 。乾燥を防ぐため調査
地内に散水を実施。鹿児島県立埋蔵文化財センタ一宮田氏，中原氏，馬籠氏，~21 日倫）
大久保氏，立神氏 ・鹿児島県立博物館成尾氏・同志社大学生石堂氏・浦口文
化課長 ・奥村補佐来跡。

A · B•C-3 · 4 区ベルト内出土遺物取上げ。 B - 2 区・ 4 区詳細に掘り
9月25日図 下げ，遺構検出作業。A・B-5区掘り下げ。取上げ遺物4,051点になる。沖

~28 日倫 縄史料編集室岸本氏他 2名 ・農水土木課，土地改良課職員・奥村課長補佐来
跡。近畿機械産業ベルトコンベアメンテナンス実施。

B-2区遺構検出作業，写真撮影。B-4・5区平板 ・レベル遺物取上げ。
10月1日(J:J) 遺構実測作業（集石・配石）。遺構内遺物取上げ作業。鹿児島県立埋蔵文化財

-5日面 センター堂込氏調査支援。熊毛教育事務所長，指導主事・鹿児島県立埋蔵文
化財センタ ー大久保氏 ・奥村課長補佐来跡。

遺構検出，掘り下げ，清掃，写真撮影，実測作業。（土坑等11基）。集石 ・配
10月9日肉 石検出作業，写真撮影。 A • B-4·5 区掘り下げ，平板・レベル遺物取上

~12 日倫 げ。取上げ遺物4,637点に及ぶ。鹿児島県立埋蔵文化財センター青崎氏，大久
保氏・宮崎県立埋蔵文化財センター職員 3名 ・土地改良課職員来跡。

10月 15 日~)
土坑 5基，平面 ・断面実測終了。A-2区， A・B-4・5区掘り下げ，遺
構検出作業。平板・レベル遺物取上げ。土坑実測作業。鹿児島大学上村教授・~19 日倫）
鹿児島県立埋蔵文化財センター上床氏来跡。

遺構清掃，写真撮影，実測作業。住居址掘り下げ，周辺清掃，柱穴半裁，実

10月22日併）
測作業。 A · B•C-2 区， B-3 区，平板 ・ レベル遺物取上げ。 遺構配置
図作成。鹿児島県立埋蔵文化財センター堂込氏調査支援。鹿児島大学本田~25 日倫）
氏・鹿児島県立埋蔵文化財センター牛ノ濱氏・大久保氏・上床氏・市農水土
木課職員 ・一般見学者 5名来跡。

B•C-3 区遺物取上げ，調資地内清掃，写真撮影，遺構（集石・配石）平
10月29日(J:]) 面・断面実測作業。道具後片付け，調資終了。西之表市教育委員会有島教育
~11月 2 日 倫） 長 ・西之表市収入役清水末則氏・浦口文化課長・奥村文化課長補佐・土地改

良課職員来跡。
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第n章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置

種子島は本土最南端の佐多岬から大隅海峡を隔てた，東南約40kmの海上にあり，南北52km, 東

西12kmの北北東から南南西に細長く伸びた，最高標高でも282.3mしかない低平な細長い島で，地

形は丘陵性の山地，海岸段丘，河川付近の沖積低地からなり，西方に位置する屋久島とは対照的で

ある。また，西海岸部には比較的砂丘が発達しているが，東海岸は断崖に富んでいる。行政区は北

から西之表市 ・中種子町・南種子町と 1市 2町からなる。

鬼ヶ野遺跡は西之表市の東南海岸部安城地区上之町の標高約77mの海岸段丘上に位置し，遺跡の

東側には太平洋を望むことができる。遺跡の一段下には川が流れており，周辺では一段高い位置に

遺跡は形成されている。

種子島の遺跡について述べると，約 3万年前の旧石器時代の遺跡である横峯遺跡（南種子町）・立

切遺跡（中種子町）や，細石核 ・細石刃が採集された湊遺跡 ・大中峯遺跡（西之表市）があり，奥

ノ仁田遺跡（西之表市）の調査によって縄文時代草創期の遺跡が初めて確認され，その後本遺跡や

三角山遺跡（中種子町）の調査で縄文時代草創期の住居址や多数の遺構，遺物が発見され注目を浴

びている。その後の縄文時代早期 ・前期の遺跡も島内各地で確認されているが，中期の遺物の報告

例は少ない。後期の遺跡は指宿式 ・市来式などが出土する遺跡が島内各地で確認されており，納曾

式土器の標識遺跡である納曾遺跡（西之表市），特異な配石遺構が多数検出された藤平小田遺跡（南

種子町）などがある。

弥生時代は下剥峯遺跡 ・田ノ脇遺跡・ 馬毛島椎ノ木遺跡（西之表市）や，多数の人骨と貝製品が

出土した広田遺跡（南種子町），覆石墓・人骨が出土した鳥ノ峯遺跡（中種子町）などがあり ，中期

頃の土器片が出土する遺跡も確認されているが，埋葬址が多いのが特徴的である。

古墳時代に属すると思われる遺跡は上能野貝塚・嶽ノ中野A・B遺跡（西之表市）などがある。

種子島において，弥生時代以降の遺跡は縄文時代の遺跡に比べ極端に少ないため，未解明な点が多

いのが現状である。

第 2節遺跡の環境

鬼ヶ野遺跡が所在する西之表市の東海岸側，特に安城 ・立山地区は近年開発事業のため発掘調査

が毎年実施され，良好な資料が出土している。特に，奥ノ仁田遺跡・鬼ヶ野遺跡は縄文時代草創期（約

12,000年前）の遺跡であり，奥ノ仁田遺跡の出土品は県の文化財に指定された。周辺には数多くの

小川があり，その一段裔い台地の上に遺跡が形成される傾向が見られる。今後もこの周辺で縄文時

代草創期の遺跡が発見される可能性があり，種子島においての縄文時代の成り立ちを考える上で重

要な場所である。
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第1表鬼ヶ野遺跡周辺遺跡地名表

番号 遺跡名 所在地 時 代 備 考

1 仮屋園 西之表市安城平山 縄文時代早期 平成10年農政分布調査

2 通利山 西之表市安城上之町 縄文時代
平成13年県道分布調査

平成15年試掘調査

3 鬼ヶ野A 西之表市安城上之町 縄文時代 平成12年確認調査

4 鬼ヶ野B 西之表市安城上之町 縄文時代 平成12年確認調査

5 鬼ヶ野 西之表市安城上之町 縄文時代草創期
本報告書

平成13年発掘調査

6 日守c 西之表市安城大野 縄文時代早期 平成 6年確認調査

7 三本松 西之表市安城川脇 縄文時代早期
平成13年県道分布調査

平成15年確認調査

8 日守B 西之表市安城大野 縄文時代早期 平成 6年確認調査

， 日守 西之表市安城大野 縄文時代早期 平成 7・8年発掘調査

10 長迫 西之表市安城大野 縄文時代早期 平成13年試掘調査

平成14年確認調査

11 東前平 西之表市安城大野 縄文時代早期 平成14年発掘調査I1地点

平成15年発掘調査 I地点

12 芦野 西之表市立山芦野 縄文時代早期 平成14年確認調査

13 九郎三ェ門 西之表市立山芦野 縄文時代 平成 3年農政分布調査

14 奥嵐 西之表市立山植松 縄文時代早期 平成 5年発掘調資

15 奥ノ仁田 西之表市立山植松 縄文時代草創期 ・早期
平成 5年発掘調査

出土品は県文化財に指定

16 尾呂ノ平 西之表市立山御牧 縄文時代 平成13年度県道分布調査

17 長崎 西之表市立山御牧 縄文時代 平成13年度県道分布調査

18 中園A 西之表市立山立山 縄文時代 平成13年度県道分布調査

19 中園B 西之表市立山立山 縄文時代 平成13年度県道分布調査

20 下ノ平 西之表市立山立山 縄文時代 平成13年度県道分布調査
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第皿章 発掘調査の概要

第 1節調査の概要

緊急発掘調壺は確認調査の結果をもとに，工事対象地内で遺物包含層が残存している範囲のみ
行った。調査は表土からアカホヤ火山灰層までを重機で除去し，その後人力で掘り下げを行った。
確認調査の結果から，第VlI層より下位は無遺物層であることが確認されていたため，今回の調査の
最下層を第Vll層面とした。調査は工事図面を基準に20mグリッドを設置し，南から北へA区~D区，
東から西へ 1区~6区とし掘り下げを行っていった。 B-2区は剥片の出土量が多く，詳細に調査
を行うため， 2mグリッドを設置し掘り下げを行った。本調査で番号を付けて取上げた遺物は4,941
点であった。発掘調査面積は約4,400面である。

第 2節層位

土層は場所によって一部の層が欠落 している部分もあるが，基本的には下記のとおりである。土
層の堆積状況は全体的に南側から北側へ向かって緩やかに傾斜しており，第II層の黒褐色砂質土は
北側が厚く堆積する。

I 層 灰褐色土

II 層 a 淡黒褐色砂質土

b 黒褐色砂質土

皿 層 a 暗茶褐色土

b 黄橙色火山灰層

w 層 暗褐色粘質土

v 層 明褐色粘質土

VI 層 暗褐色粘質土

V11 層 淡褐色粘質土

表土 ・耕作土

II層は色調により 2層に分層可。

旧表土と思われ，パサパサしている。

アカホヤ (2次）

アカホヤ火山灰層 (1次）ブロック状のパミスを確認でき

る。（約6,400年前の鬼界カルデラ噴出物）

一部v層と漸移している。

N・V層の間に小指大から 2cm程度の暗黄白色パミスが

ごく稀に一部散在し，サツマ火山灰に比定される。

一部w層と漸移している

遺物包含層，約20cmの層厚で隆帯文土器等が出土
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第 3節遺構

遺構は住居址が 1基，竪穴状遺構 4基，配石 5基，集石 4基，土坑 6基が検出された。検出面は

全て第VI層で縄文時代草創期のものである。以下各遺構の検出状況について述べる。また， B-3

区で丸ノミ形石斧，石鏃，隆帯文土器等の遺物が集中して出土したため出土状況の実測を行った。
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第 7図 1号住居址
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第8図 1号竪穴状遺構

1号住居址（第 7図）

B-2区中央部で検出された。平面プランは長軸 2.29m・短軸 2.22mのほぼ円形になる。内部か
らは炭化物，剥片類・楔形石器109点，礫18点，土器27点，石鏃 4点，軽石 2点，磨石 1点，石核 1
点が出土 したが，床着遺物は出土せず，焼土や熱を受けた礫等は確認されなかった。床面はほほ平
坦であり，検出面から床面までの深さは27cmである。掘り込み壁の立ち上がりはやや傾斜している。
平面プランの周辺には直径15cm~20cm程の 6 基のピッ ト 状遺構が確認さ れ， 全てを半裁 した結果，
柱穴と 判断 した 。 柱穴の深さ は検出面から約10cm~19cmであ っ た。 柱穴のうち 4 基はプランに対 し
て外側に向いた状態で設置されている。竪穴内部から はピッ ト状の遺構等は検出されなかった。

1号竪穴状遺構（第 8図）

B-2区で検出された。平面プランは長軸 3.03m・短軸 2.54mの大きさで，楕円形を呈 している。
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第 9図 2号竪穴状遺構

遺構内からは剥片類93点，石鏃未製品 3点，礫 3点，土器 5点が出土し，床着遺物は 2点出土して

いる。竪穴内の出土遺物の大部分を剥片類が占める。検出面からの深さは22cmであり，掘り込み壁

の立ち上がりはやや傾斜している。プランの周辺及び竪穴内部からはピット状の遺構等は検出され

なかった。

2号竪穴状遺構（第 9図）

B-4区で検出された。平面プランは長軸 2.65m・短軸 2.30mでほほ円形になる。竪穴内部から

は土器32点，剥片類19点，礫 4点，磨石 2点，石斧 1点，石皿 1点が出土したが，床着遺物は出土

していない。竪穴の深さは検出面から29cmであり，底面は平坦である。掘り込み壁の立ち上がりは

かなり傾斜している。プランの周辺及び竪穴内部からはピット状の遺構等は検出されなかった。
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第10図 3号竪穴状遺構

3号竪穴状遺構（第10図）

B-4区より検出され 2号竪穴状遺構に隣接している。平面プランは長軸 2.84m・短軸 2.15mの
大きさである。内部からは土器18点，礫31点，石鏃 1点，剥片類12点が出土したが，遺物は東より
に集中して出土し，床着に近い遺物が 1点出土している。床面はほほ平坦であり，竪穴の深さは検
出面から23cmであった。掘り込み壁の立ち上がりはやや傾斜している。プランの周辺及び竪穴内部
からはピット状の遺構等は検出されなかった。

4号竪穴状遺構（第11図）

B-4区，中央部で検出された。平面プランは長軸 3.09m・ 短軸 2.76mである。内部からは礫30
点，剥片類12点，土器 9点，石鏃 3点，磨石 1点が出土したが，遺物は散在した状態での出土であ
り，床着遺物は出土していない。床面はほぽ平坦であり，竪穴の深さは検出面から27cmであった。掘
り込み壁の立ち上がりはやや傾斜している。プランの周辺及び竪穴内部からはピッ ト状の遺構等は
検出されなかった。
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1号配石（第12図）

A-4区で検出された。 170cmx 190cmの範囲内に礫147点がぎっしり と詰ま った形で構成される。

礫は長さ 20cm~40cmに及ぶ大きめの砂岩礫が大多数を占め，台石類も含まれている 。 内部から土器

51点，石斧 1点，石鏃 1点が出土した。下部に掘り込みは確認されなかった。

2号配石（第13図）

A-2区で70cmx 110cmの範囲内に長さ 10cm~20cmの礫が散在した状態で検出された。礫は砂岩

が主体で64点に及び，石皿が 1点含まれている。周辺から土器 5点，石鏃 1点が出土 した。下部に

掘り込みは確認されなかった。
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第14図 4号配石
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第16図 2号・ 3号集石

3号配石（第13図）

A-4区で 2・3号集石に隣接する形で検出された。60cmx 200cmの範囲内 に 10cm~45cmの砂岩35

個から構成される。配石内からは磨石 1点，土器 5点が出土した。配石内に140cmx 80cmの平面プラ

ンが確認でき ，検出面からの掘り込みの深さは25cmであり底面は曲線を描く 。

4号配石（第14園）

B-4区，西側で検出された。170cmx 190cmの範囲に砂岩の礫29点から構成される。構成される

礫は10cm~20cm程度の大きさで，密集 しておらず散在 した状態であ っ た 。 周辺及び内部から土器 6

点が出土 した。下部に掘り込みは確認されなかった。

5号配石（第15図）

A-4区，南側土層断面に一部入り込んだ状態で， 120cmx 150cmの範囲内に10cm~25cmの礫25点

がやや散在 した状態で検出された。礫はすべて砂岩である。内部及び周辺部から土器16点が出土

し，一部熱を受け赤化している礫が 5点あった。下部に掘り込みは確認されなかった。
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第17図 4号集石

-25-



｀ ゜

。 .. : ・.... 

片剥
礫．． 

畠贔
1014 

゜

ー~'~
こ 1160

゜

74.40m- - 74.40m 

¥-: . . ....、,.,..... 1160 • 
・・・•• 1404・

...... , .. 
1014 

゜
1m 

第18図 1号土坑

1号集石（第15図）

B-4区， 6号土坑に隣接する位置で， 170cmx 120cmの範囲内に礫55点がほぽ中央に密集するよ

うな形で検出された。構成される礫は砂岩が主体である。内部から土器 6点が出土している。礫の

大部分は炎熱を受け赤化している。内部からは炭化物が検出された。下部に掘り込みは確認されな

かった。

2号集石（第16図）

A-4区で80cmx 50cmの範囲内に礫72点が密集する形で検出された。集石内には尖頭器 1点，土

器 8点，磨石・敲石 3点が含まれ，炭化物が検出された。構成される礫は主に砂岩で10cm程度の小

型のものが多い。中央部の礫は熱を受け赤化している。下部に掘り込みは確認されなかった。

3号集石（第16図）

A-4区， 2号集石から約20cm南側で検出された。10cm程度の小型の砂岩礫39点から構成され，

一部熱を受け赤化した礫も見受けられた。また，集石の外側には50cmx 50cmの平面プランが確認さ

れ，検出面から掘り込みの深さは約10cmで，下位の礫は掘り込み内で検出された。

-26-



゜

｀
 
゜

創色

器
片

土
剥
礫

．．

．
 

狂ク

贔`1020 

゜

贔
5

n
 

゜
2
 

74.50m-
1013 2 

•• ~017·,·~- • ↓ /,: _,: .... 
4 

． ． ：ぶ・・． ヽ 1020 ・． 
1 

．． 

fo~{) 

- 74.50m 

゜
1m 

2号土坑

(0-Q ゜

べ） ゜
1゚434 ~ 

畠闘心
905 

゜ 「 ＼ ・ 逼）7゜
。 (( -.~.; • ・), . . 

~~Q 
903 

・土器
・剥片

•土器

゜
・礫

・礫

73.70m 
゜

73.70m 74.SOm- - 74.50m 

•• 905 ~ 9.0,. 3 •!•··· ... • • 1. 434 ,---
一 ．．．． J 

゜
1 r,n ゜

1m 

4号土坑 3号土坑
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第20図 5号土坑

4号集石（第17図）

A-4区， 320cmx 250cmの範囲内に礫527点から構成されている。南側の礫集中部分と北よりの
礫集中部分とに分けて捉えることも考えられるが，礫が散在していたため，あえて 1基の集石とし
た。この集石内からは土器121点，磨石・敲石類 2点，炭化物が出土した。構成される礫は拳大から
30cmほどの大きさであり， 20cm~30cmの大型の礫は同じ場所に集中する傾向がみられる 。 構成され
る礫は砂岩が主体である。一部下位に掘り込みがあると思われたが，掘り下げを行った結果掘り込
み面は確認されなかった。

1号土坑（第18図）

B-2区， 1号竪穴状遺構のほほ北側で検出された。平面プランは長軸 1.62m・短軸 1.56mで，ほ
ぼ円形である。内部からは剥片42点，礫 2点，石鏃 1点が出土した。深さは検出面から11cmであり，
底面はほほ平坦である。北側の掘り込み壁の立ち上がりはかなり傾斜 している。
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第21図 6号土坑

2号土坑（第19図）

B-2区， 1号住居址に隣接する位置で検出された。平面プランは長軸 2.04m・短軸 1.71mでほ

ほ円形である。内部からは土器16点，剥片24点，礫 3点，石鏃 3点が出土した。検出面からの深さ

は18cmであり，底面は平坦である。掘り込み壁の立ち上がりは緩やかである。

3号土坑（第19図）

B-2区， 2号土坑に隣接する位置で検出された。平面プランは長軸 0.9 m・短軸 0.79mの大き

さでほぽ円形である。内部からは剥片16点，土器10点，石鏃 2点，礫 2点が出土した。検出面から

の深さは 9cmであり，底面は平坦である。掘り込み壁の立ち上がりは傾斜している。
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第22図 遺物集中出土地
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4号土坑（第19図）

B-4区， 3号竪穴状遺構に隣接する位置で検出された。平面プランは長軸 1.78m・短軸 1.16m

で，楕円形状である。内部からは土器 9点，磨石・敲石類 1点，礫 2点が出土した。検出面からの

深さは16cmであり，底面は平坦である。掘り込み壁の立ち上がりはやや傾斜している。

5号土坑（第20図）

B-4区， 3号 ・4号竪穴状遺構に挟まれた位置で検出された。平面プランは長軸 1.llm・ 短軸

1.00mでほほ円形である。内部からは土器20点，礫30点が出土した。深さは検出面から15cmであ

り，底面は平坦である。掘り込み壁の立ち上がりはかなり傾斜している。

6号土坑（第21図）

B-4区， 1号集石に隣接した位置で検出された。平面プランの大きさは長軸 2.67m・短軸 2.41 

mで円形になる。内部からは土器 2点が出土した。深さは検出面から15cmであり，底面は平坦であ

る。掘り込み壁の立ち上がりは緩やかである。

遺物集中出土地（第22図）

B-3区，西側で第VI層面より 320cmx 280cmの範囲に遺物が集中して出土し，遺構の可能性も考

えられたため詳細に調査を行った結果，遺構は確認できなかったが，土器143点，礫134点，石鏃 6

点，石斧 3点，砥石 4点が出土した。

特に1322と1334は磨製石斧で，刃部が丸ノミ状であり， 2本並んだ状態での出土であった。
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第 4節遺物

遺物は土器片と石器類が出土した。出土した層はすべてVI層である。時期区分では縄文時代草創

期に位置づけられるものである。取り上げた遺物は，パンケースに詰め込んで50箱あまりであった。

(1)土器

接合作業を終了し，選別時の土器の点数は，無文のもの11,323点，文様を有するもの1,996点，図

化した土器が1033点，総数14,352点である。このうち図化した土器の1033点のうち854点を掲載して

いる 。 土器全体の出土状況は第26図にあるように， A 区と B 区の 2~4 区に集中し，未調査区（事

業地区除外の畑地）の方にひろがる。

分類は I 類~x類までおこな っ た。 無文の胴部については，傾きから類別できるものもあるが，

一括して呈示する。底部は丸平底が最も多い。土製円盤と考えられる，土器の割れ口を削って円形

にした破片が散見された。一括したが傾きについてはそのままとした。

分類

深鉢形土器を中心に I 類~x類に分類した。 土器の分類は，隆帯の位置と条数，器形を中心とし

て分類した。施文具は指頭・貝殻の殻頂部・棒状のエ具を押圧して刻目を施しており，ヘラ状工具

で隆帯を切ったものは羅的に少ない。調整具が用いられるときは，植物質の柔らかいエ具を使用し

ているものが多い。ほとんどが丁寧になでられている。条数が少ないものから多いものへ，文様帯

が口縁部に繰り上がり，集線化する型式変化を予想する。

I 類は，口縁部外側に 1~2 条の隆帯と，空白部分をおいて胴部に隆帯を施すものである 。 器形

は胴部上半は立ち上がり，下半がすほま っていきやや尖り気味の丸底となる。II類は口縁部や胴部

の上下の隆帯間を縦や斜めの隆帯でつなぐものである。III類は口縁部外側に 2条の隆帯を貼り付け

る。端部の隆帯の付け方や器形で 3つに小分類した。器形は器高の違いでボール形と砲弾形がある

と考えられる。底部は丸底から丸平底である。

なお， III類土器から V類土器は，口縁部外側の隆帯が多条化することで分類した。口縁部の破片

ばかりでは，胴部以下の器形の判断はできないところである。鹿児島市掃除山遺跡や加惟田市志風

頭遺跡の出土例では，胴部に隆帯が巡り，そこから屈曲して底部にいたる土器があることから， I 

類との分離ができるのか疑問がでてくる。ところが本遺跡出土の隆帯をもつ胴部には，隆帯の近く

で急激に屈曲する破片は見あたらない。 そこで III 類土器~v類土器などについては，胴部屈曲の器

形は考えていない。器形はボール形から器高が高くなり，砲弾型へ，さらに丸平底の円筒形から平

底の円筒形の型式変化を予想する。

w類は口縁部外側に 3条の隆帯が貼り付けられるものである。器形はやや外反する口縁部と内湾

する口縁部があるが，外開きの砲弾形となる。V類は口縁部外側に 4条以上の隆帯を貼り付けるも

のである。胴部上半はほぼ直立するかやや外傾するボール形の器形から円筒形に近くなると考えら

れる 。 VI類は隆帯が 2~4 条口縁部に集線化し， 一帯となって刻目等が施されるものである。

V11類からは隆帯が消滅する方向での型式変化を考えている。VII類は隆帯を両側からつまむことで

羽状の文様が刻まれる。VIII類は口縁部外側に刺突文を施すものである。IX類は口縁部外側に短い凹
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線により，文様を施すもので，口縁端部には貝殻による押圧の刻みがなされている。

x類は南九州の貝殻文円筒土器の系譜につながる岩本式土器へ型式変化していく途中のものとし

てとらえた。円筒形の器形をなす。

こうした分類と，器種として，小型深鉢形土器と浅鉢形土器を抽出した。さらに胴部を図化した。

胎土

胎土は以下の砂粒を中心として，実体顕微鏡で観察した。土器観察表では砂粒の量を多→少は◎

→△で表した。

石 英 丸みをもち，そろばん玉状の形のものが見られる。コロコロした印象で，透明度が高い。

長 石 白色半透明で，石英に比べると光沢がなく，四角っぽい形で長柱状・板状・卓状をなす。

縦・横または格子状のすじ（へき開）がみられ，へき開によって割れている。

角閃石 細長く平らな柱状で，横断面はつぶれた六角形である。黒く光沢をもつ。

雲 母 六角形をした板状の結晶で，平行なへき開にそって，板状に剥がれやすい。金色を呈し，

強い光沢がある。屋久島などの花扁岩体の風化土壌に多く含まれる。種子島では一般に

見られない。

その他の砂礫 泥岩質のものや，軽石の小さいものや，火山岩片がある。赤色砂岩の 2-3 mmの

円礫がはいることもある。これらは砂礫として一括している。透明な火山ガラス（バブ

ルウォール）が観察される場合が多い。

種子島の基盤層等を考えた場合に， 雲栂と角閃石が入ることは考えにくく，これらは島外からの

持ち込みと判断される。また，西之表市納曽遺跡出土の縄文時代後期の納曽式土器や一湊式土器，

鬼ヶ野遺跡の近くの東前平遺跡の縄文時代早期の押型文土器や塞ノ神式土器の胎土は，長石を多く

含むもので，島内の土で製作されたものは，時代をとおして一般化できそうである。そこで，砂礫

をほとんど含まず粉っぽい胎土のものをA, 地元のものを Bとし， 雲母を含みおそらく屋久島ある

いは大隅半島南東部の国見山系のものと考えられるものを Cとする。これらは土器観察表の備考に

記した。

Aについては，土の産地がどこのものかは不明であるが，草創期の土器で砂礫をほとんど含まな

いものが，県下でも見られるので， B以下の分別とは観点が異なるが分離しておきたい。Cは，雲

母の入り方に 2通りあり，雲母の結晶剥片がそのままで火山ガラスを多く含むものと，結晶の形状

は残さず微細となり角閃石を含むものである。前者は屋久島，後者は大隅半島の可能性を指摘して

おく 。

出土状況

各類別による出土状況は第27図から第33図にある。 I類と II類はB-4区に出土するが，東と西

にやや分布域を違えて分布している。皿類はB-3区に， W類はB-2・3区に集中域を異にして

いる。土器分類により，微妙な分布域の差がみられ，使用された場所の違いは，時代性の反映とと

らえられる。
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個別の土器の詳細については土器観察表による。おおまかな説明をしたい。

I類（第34図～第37図 28~56・59~67)

口縁部外側に 1~2条の隆帯と，空白部分をおいて胴部に隆帯を施すものである。器形は胴部

上半は立ち上がり，下半がすほまっていきやや尖り気味の丸底となる。45は肩部で急角度に内傾

していく 。このように肩部で屈曲する器形もある。28~35・58・60は無刻目で， 36~41は指頭圧

痕， 48~50・52・54・55は貝殻の殻頂圧痕のものである。42・65は短隆帯か隆帯の切れ目かは不

明である。63も短隆帯か隆帯が下垂してきたものか不明である。33と35については，口縁端部に

隆帯がなく，胴部の隆帯から強く屈曲するもので，別の一群の可能性もある。

II 類（第38図～第42図 68~124)

口縁部や胴部の上下の隆帯間を縦や斜めの隆帯でつなぐものである。 1条ないし 2条の横走す

る隆帯をつなぐものと (69・75・76・77・79・80・82・85・89・90・94・95), 口縁部が多条

(68・88・111)のものがあり，器形も直線的に立ち上がり胴部下半が直線的に強い傾きで底部に

至るものとボール状のものとがある。貝殻の殻頂で押圧したものが目立ってくる (79・80・82・

86·39~92 · 94·96 · 98 · 99·109·116·123) 。 基本的には I 類をベースにして隆帯がつながれ

たものである。斜め方向に垂下する隆帯や (68・73・76・80・93・95), 曲線的に貼り付けられた

隆帯 (72・78・83・84・88・101)があり，バラエティーに富む。

III類（第43図～第51図 125-242)

口縁部外側に 2条の隆帯を貼り付けるものである。端部の隆帯の付け方や器形で 3つに小分類

した。器形は器高の違いでボール形と砲弾形があると考えられる。底部は丸底から丸平底であ

る。IIIb類は口縁部が内湾し，底部に向かってすぼまっていくコマ形となる器形が想定される。系統

が異なる可能性がある。皿a類には貝の殻頂による圧痕があるが， IIIb類と IIIC類には見られない。

III a類（第43固～第48図 125-203)

上の隆帯の端部が口縁端部に貼り付けられるものである。129・135・139・175・192・202な

ど上下の隆帯間が幅広のものがある。 I類の可能性も残すが，古手の可能性がある。

皿b類（第49図～第50図 204-229)

口縁端部が丸く内湾し，近接した 2条の隆帯に指頭で刻みが入れられる。胴部上半はやや外

反する器形となる。上部の隆帯は土器の口縁端部と 一体化し，隆帯を貼り付けているにもかか

わらず，そう見えない個体もある。文様帯の繰り上がりの最終形態として新しい時期のものと

も考えられ，他の皿類とは分離される可能性がある。

III C類（第51図 230-242)

口縁端部が舌状を呈して，端部下に隆帯が貼り付けられるものである。指頭圧痕のものが大

部分である。

w類（第52図～第59圏 243-330)

口縁部外側に 3条の隆帯が貼り付けられるものである。隆帯が密接するものと，離れるものが
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ある 。 隆帯の指頭による施文が多く， 266~270 と 316~330が貝殻の殻頂による押圧である 。 器形

はやや外反する口縁部と内湾する口縁部があるが，外開きの砲弾形となる。

v類（第60図～第62図 331~358)

口縁部外側に 4条以上の隆帯を貼り付けるものである。胴部上半はほほ直立するかやや外傾す

るボール形の器形から円筒形に近くなると考えられる。356が貝殻施文であるが施文具に貝殻が

あまりみられない。

VI類（第63図～第64図 359-380)

隆帯が 2-4条口縁部に集線化し， 一帯となって刻目等が施されるものである。359・360・364・

367・369・371・372・375-378はヘラ状工具により縦方向の刻みを一緒に施されている。380は

隆帯上にヘラ状工具に より，短凹線を連続して押引いている。

VII類（第37図•第69図～第70図 57·58·438~454)

隆帯を両側からつまむことで羽状の文様が刻まれる。ヘラ状のもので幅が狭く密に羽状になる

ものと (438~446), 羽状に沈線や刺突を施すもの (58・447),指頭で幅広に 押さえられるもの

(449~454) がある 。

VlII類（第71図～第72図 455-479)

口縁部外側に刺突文を施すものである。複数段施文される。457・467・468・473・475・476は

隆帯上に施文されるものである。円形 (455・460・461・464)・半円形 (455・462・463・468・

470・472)・爪形状 (459・474)・円管状 (467・473・476)の刺突がなされる。X類と関係が深

いものと考えられる。477-479は，口縁端部に刻みを持ち 口縁下に 1条の隆帯をつけるもので，

口唇部と隆帯の間に幅 2cmにわたって爪形の刺突を施す。

IX類（第73図 480-486)

口縁部外側に短い凹線により，文様を施すもので，口縁端部には貝殻による押圧の刻みがなさ

れている。縦方向の短凹線の下に，羽状に短凹線を施している。ほぽ 1個体とみなされる。
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x類（第74図～第76図 487-528)

文様は口縁端部により，円筒形の器形をなす。隆帯の有無で a類と b類に細分した。器面は調

整具によるナデ調整が表裏とも見られる。隆帯の貝殻施文がみられるようになる。

Xa類（第74図～第75図 487-514)

口縁端部下に隆帯を施すもので， 493・502・503・505・507-514は貝殻の殻頂を隆帯上に押

圧する。

Xb類（第76図 515-528)

口縁端部に刻目を施す円筒形の土器である。515は貝殻殻頂を押圧する。

小型深鉢形土器（第65図～第66図 381-424) 

特に器壁が薄手で，小さな土器の一群を分離してみた。 I・III・N類に伴うものであろう 。浅

鉢形土器と同様にセット関係が把握できる。420-424は無文の小型土器である。

浅鉢形土器（第67図～第68図 425-437) 

浅鉢形から皿状の器形の一群である。前述した分類に入れようとすれば，隆帯の数から425・426

がW類， 430・431が1II類に含むことが可能である。その他についても深鉢形土器と伴っていたも

のであろう 。

433は内側に隆帯を持つものとしたが，類例が乏しいo VII類とした446も皿状の器形の内側に隆

帯があることとなる。同様の個体が掲載していないものが 4点ほどあるが，類例の増加を待ちた

い。

第77図～第88図の529~688はI~V類土器の胴部で，第89図～第101図の689~815は無文の胴部で

ある。外側はナデられているが，内面調整は調整具によるナデがみられ， 一部条痕化する。条痕を

残すものも大部分はナデ消してある。第101図～第104図の816~840は底部である。第105図の841~

854は土製円盤としたが，類例の増加を待ちたい。
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(2)石器

石器は石鏃 ．楔形石器 ・彫器・掻器 ・尖頭器などの剥片石器と，剥片 ・チップ・石核や石鏃の未

製品，石斧 ・磨石 ・敲石 ・台石 ・砥石 ・石皿が出土した。当初の発掘が石器製作跡を認識しておら

ず，調査後半からチップに意識が行くようになったため，剥片・チップ類の回収率はよくない。剥

片は1,052点，チップは1,754点が取り上げられている。

磨石・敲石類も出土量は多く，約 1割の図化・掲載である。台石 ・石皿類も同様である。すべて

を掲載はできなかった。

鬼ケ野遺跡出土の剥片石器はホルンフェルス化した頁岩を中心として，チャート ・安山岩 ・黒曜

石が使われている。石斧はホルンフェルス化した頁岩と片岩と安山岩がある。磨石 ・敲石 ・台石類

は砂岩が圧倒的である。

種子島は第三紀層の熊毛層群を基盤とし，その上に西之表テフラ ・ 種 r~wテフラなどの火山灰

層やその他の火山灰やレス層が土壌化した地層をなす。熊毛層群は主に砂岩や砂泥互層からなり，

遺跡に露出している砂岩はこの海成の砂岩円礫である。剥片石器の石材として利用されている黒色

から群青色の頁岩は，種子島南部において，宮田栄ニ ・中原一成によ って路頭層中や海岸部で採集

されており，珪質頁岩として鑑定されている（宮田2002)。遺跡は海岸段丘に位置し，北側に大きな

谷が入っている。その下流部にあたる近くの鉄浜でも，この石が少ないけれど採集できる。他の遺

跡からも散見できる石材であったが，従来は屋久島や大隅半島 ・宮崎県の東南部からの搬入とも考

えられていた。熊毛層群のなかにこの石材円礫を包含する層が存在する可能性が強くなっている。

この珪質頁岩が遺跡に石材として持ち込まれ，遺跡内で剥片石器が製作されている。ただし自給の

範囲内であったものと考えている。安山岩や黒曜石については島外の石材である。石鏃であれば完

成品として持ち込まれた可能性が強いと考える。個別の石材は石器観察表に記載している。

石鏃（第111図～第120図，第123図～第125図 855-1104,1161-1221) 

石鏃は，石材がホルンフェルス化した頁岩の場合は，主要剥離面を残すものが一般的で，チャー

トや安山岩・黒曜石の場合はあまり残らない傾向にある。形と挟りから，大まかに以下のように分

類した。

・小型で主要剥離面を残すもの (855-878)

・やや大型で二等辺三角形をなし挟りのないもの (879-905)

・ニ等辺三角形で挟りのあるもの (906-1053)で脚の一方が長いのが特徴的である。

・正三角形に近い扶りの浅いもの (1054-1095)

・大型のもの (1161-1221)

1194・1196は扶りが深く， 1205・1215は細身で，周縁が鋸歯状に剥離される。1220・1221はさ

らに細身で，鋸歯の目立てが深い。これらは漁労具の可能性も考えられる。

• その他 (1096-1104)
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こ
第111図石鏃(1)

石鏃未製品（第120図～第122図 1105~1160) 

素材の形状を残しながら，周縁部分に押圧剥離がみられるものを抽出した。石鏃の完成品からは，

主要剥離面は，基部方向に打点を有することが，どちらかといえば多い程度である。剥片の剥出は，

円礫からおこなわれるため，剥片の形状にあわせて，薄い部分を先端部として整形しているものと

考えられる 。 縦長や横長など剥片の剥離方向に規制されない。 1105~1141 は小型， 1142~1160は大

型の石鏃の未製品と考えられる。
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第112図石鏃(2)
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